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 はじめに 
 　名古屋学院大学の研究の拠点である総合研究所の前身であった，かつての産業科学研究所の特
徴は，教員に対する研究上の支援をおこなうことだけではなく，大学あげての全体研究を推進し
たことであった。研究は基本的には各教員の個人的な作業であり，研究途上で収集された各種の
文献資料は，一般には公開されることはないし，それを前提としたものでもなかった。共同研究
を分担する各教員においても同様であろう。しかし，名古屋学院大学産業科学研究所が推進した
共同研究のうち，陶磁器産業に関する調査研究については，参加した教員が調査研究で収集した
資料が，概ね旧産業科学研究所の倉庫にそのまま保存されていた。調査研究時点において，その
現状分析に必要であった資料は，その後，何十年かを経過する中で，貴重な歴史資料としての価
値をもつようになった。資料一覧を作成することで，その資料を公にすることも意義あるものと
思われる。 
　なお，産業科学研究所から総合研究所への組織替え（2000年4月）は，名古屋学院大学に設置
されていた外国語教育研究センターなどの研究機能を一つに統合して，一層の教育研究の発展を
目指すという観点からであり，併せて，時代が要請する課題についても機動的に研究所あげての
体制で対応しようとしたものであった（1998年度からの万博プロジェクト研究がその一つ。『名
古屋学院大学の現状と課題』1997年度・1999年度）。
 一　調査研究の概要 
 　日本各地の陶磁器産地は，1971年のニクソン・ショック，1973年の第一次のオイル・ショック，
そして1985年の円高昂進，1986年の円高不況によって，深刻な打撃をうける。産業科学研究所
の調査研究は，ちょうどその時期に，大学の立地する瀬戸の陶磁器産業調査研究からはじまって，
全国の陶磁器産地の調査研究，そして産地の振興策へと調査研究の範囲を拡大していく。 
 　発端は，名古屋学院大学が，1968年からの「債務問題」に呻吟する「困難な10年」の最中に，「し
かしそうした状況にあっても，研究活動は地道に行われて成果を現しつつあ」り，「1972年の末
には学内で共同研究チーム編成の動きが興った」ことであった（後掲，文献資料No. 020。以下，
No. のみ表記）。1975年には小林茂を代表に14名のメンバーによる共同研究チーム（地域研究会）
が生まれた（020，『名古屋学院大学20年史』も参照，以下，同様）。名古屋学院大学が「地域の
学術研究センター的役割を果たしうるという意味で地域と遊離しない大学でなければならないと
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いう自省から」，産業科学研究所内に「地域研究会」が設立されたのであった（011）。 
 　地域研究会は，「地元の瀬戸および周辺の諸地域の産業実態の調査，とりわけ瀬戸の地場産業
である陶磁器産業の調査と研究」を推進する（013）。名古屋学院大学の瀬戸・品野台への立地に
際して，共同歩調をたもっていた瀬戸市も，当初の1975年から毎年，研究補助金を産業科学研
究所に交付する（020）。 
 　最初の成果が，『「瀬戸経済圏の現状分析と将来のヴィジョン―地場産業を中心に―」に関する
昭和50年度地域研究経過報告書』（名古屋学院大学産業科学研究所，1976年）であった（011）。
研究代表者は産業科学研究所の所長横井弘美であり，この報告書をふまえて，さらに，「アンケー
ト調査と聞き取り調査を含む実態調査が不可欠と」するに至った（001）。この実態調査を基礎と
する手法は，その後の産業科学研究所の調査研究において踏襲されることとなる。最初の実態調
査は，『瀬戸地域地場産業等実態調査中間報告』（名古屋学院大学産業科学研究所，1978年3月）
（004）に結実している（産業科学研究所所長は山崎誉雄）。 
 　さらに，1977年度から1979年度の3か年にわたり，文部省科学研究費補助金の交付を受けて
すすめた「愛知県陶磁器産業物流実態調査」は，小林茂を研究代表者として，教授，助教授，
講師の総勢13名からの分担者から構成された大規模なものであった。その前提となったのは，
すでに見た，1975年度から開始していた瀬戸陶磁器産業の実態調査であった。同補助金を得て
1978年度からは瀬戸以外の陶磁器産地を調査研究するに至る（地域研究会の代表は西村暠夫）
（008）。 
 　この実績から，「瀬戸市，瀬戸商工会議所，愛知県陶磁器工業組合，瀬戸輸出陶磁器完成工業
組合等諸団体，通産省や愛知県商工部の関係する実態調査に参画」する機会を得て，かなりの報
告書の作成に携わるに至る（007，011）。最初のものが，『愛知県産地中小企業振興ビジョン―瀬
戸陶磁器産地（愛陶工関係）―』（愛知県商工部，1979年11月）（038）であり，当該の調査・振
興策を担当したのは，愛知県産地中小企業対策推進協議会の構成員となっていた西村暠夫と柿野
欽吾であり，瀬戸陶磁器産業についての，これまでの研究の成果が生かされたものとなっている
（038）。 
 　外部機関との共同による調査研究に対応すべく，産業科学研究所の地域研究は，1980年度か
らは，「3ヶ年の第二次研究計画」として，メンバーの分業によって推進される。企業行動会議，
地域産業モデル都市調査，愛知県中小企業振興ビジョン，活路開拓調査指導事業という班体制と
なっていた。その調査研究は外部諸団体の実施した実態調査への参画という形態ではあったが，
メンバーとしては，企業行動会議には，山崎誉雄，北村研一郎，地場産業モデル都市調査には，
山崎誉雄，柿野欽吾，岸田賢次，横井弘美，愛知県産地中小企業振興ビジョンが，西村暠夫，柿
野欽吾，活路開拓調査指導事業が，西村暠夫，岸田賢次という構成であった（006）。 
 　「昭和58年度からは瀬戸商工会議所からも補助金を」得ており（010），更に「昭和59年には石
田経済科学研究財団の助成（受賞という形で）を」受ける（011）。同財団からの研究助成は，「横
井弘美教授を代表者とする「地域経済の変化に対応する地場産業の動態分析―とくに瀬戸陶磁器
産業の実態調査を中心として―」に対して」であり，「この研究助成の受賞は経済・地域振興・
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産業部門の領域から選ばれたものであり」「地域研究会の成果が社会から正しく評価されている
ことの証し」ともなった（010）。同財団の助成金による「調査の中間報告書」は『地域経済の変
化に対応する地場産業の動態分析』である（015）。 
 　その後，1987年度には，財団法人シキシマ学術・文化振興財団の助成金に対する申請（研究課題：
「ノベルティ産業に対する円高の影響」）が採択されている（015）。 
 　地域研究会の調査研究は，陶磁器産業の分析から開始したが，名古屋学院大学の教員スタッフ
の専門の広がりや，日本経済が多様な諸問題に直面してきたことから，1989年11月には，従来
のように陶磁器産地の調査研究の成果を年次報告書などの形態で公表するやり方から，「陶磁器
産業にのみ調査対象を求めるのではなく，大学が立地する瀬戸市のみならず，瀬戸市が所在する
愛知県及びその周辺の東海・中部日本地域のより広い地場産業の全てを研究対象とする」に至っ
たことから，「研究会の調査方針を明確にするために，機関誌として，年1回発行の年報とする
ために，新たに『地場産業研究』第12号として」，調査研究の成果を公表するに至る（017）。地
域研究会としての共同研究による陶磁器産業の調査研究は，『地場産業研究（地域研究会1997年
度報告書）第20号』（名古屋学院大学産業科学研究所地域研究会，1998年）（022）をもって終了
している。 
 二　収集資料の概要 
 　上で見た産業科学研究所の運営については，「通産省や愛知県商工部の実態調査に総出で協力
した関係もあって，［産業科学］研究所独自のものは実施していない」という特徴があった。し
たがって，「各チームの調査資料はすべて」「研究メムバー全員に公開され，討議されてきた」
（006）。収集した文献資料が残されたのは，そうした事情によるものであった。 
 　そこで収集された資料文献の中心をなすのは，各種の調査研究の報告書である。各地の産地に
関する1970 ― 80年代に刊行された報告書は，産地の歴史や現状が知られるものであり，その報告
書が，その性格から，もはや入手しえないものも含まれていると思われることからしても，その
価値について縷々説明することは不要であろう。掲載した文献資料以外にも，コピー製本したも
のもかなりの冊数であり，併せて保存さるべきものと考えられる。 
 　収集資料について，若干立ち入っておきたいのは，（Ⅳ）窯業関係史資料に分類したものである。
陶磁器産地の多くは個人経営の窯元（窯屋）からなっており，産地の情報は，その時々の，各種
の報告書や各窯元が発行したパンフレットなどによるものとなる。同資料は，行政などの発刊す
る報告書や統計書類からは，うかがい知ることのできない実態を示すものとなっている。本資料
には，年代不詳のものも多いことから，収集した時期から判断していただくためにも，産業科学
研究所が実施した産地調査の時期を見ておこう。表1の通りである。 
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 　かつての高度成長期の1960年代には，「窯業は，愛知県・岐阜県・佐賀県・京都府下に密集し，
昭和40年度は年産額989億円に達し，マス・プロの近代設備の中で量産化されて」いた。その一
方で，依然として，「家族労働的な作業形態で」「家族一体となっての労働」に支えられた窯屋・
窯場（窯元）から，産地は構成されていた（永竹威『日本の陶磁器　その窯場を訪ねて』社会思
想社，1966年）。
　ここでは，日本経済の激変期であった1970 ― 80年代において，産地の窯元にあっては，市場開
発のためには，量産規模の引き上げによるコスト削減をはかるか，高付加価値の製品づくりを一
層推進するか，あるいは，陶磁器生産からの転換をはかるか，のいずれかを迫られていたものと
思われることから，産地の窯元の製品デザインを左右する上絵付用の上絵窯について見ておこう。 
表1　産業科学研究所の産地調査地と実施年月（調査順）
産地（都道府県） 調査実施年月
有田焼（佐賀県） 1978年2月，6月・9月，1983年10月，1985年度，1986年度
波佐見焼（長崎県） 1978年2月，6月・9月，1983年10月，1985年度
美濃焼（岐阜県） 1978年5月，1987年度
万古焼（三重県） 1978年7月
京焼・清水焼（京都府） 1978年7月，1986年3月
常滑焼（愛知県） 1978年10月
九谷焼（石川県） 1979年3月，1983年11月，1986年度
砥部焼（愛媛県） 1981年3月，1987年度
備前焼（岡山県） 1981年3月，1987年度
会津本郷焼（福島県） 1981年8―9月，1988年3月
益子焼（栃木県） 1981年8―9月，1985年度
越前焼（福井県） 1983年11月，1986年度
萩焼（山口県） 1984年10月
丹波立杭焼（京都府） 1986年度
常滑焼（愛知県） 1987年，1988年
大堀相馬焼・相馬駒焼（福島県） 1988年7月
信楽焼（滋賀県） 1993年2月
伊賀焼（三重県） 1993年2月
台湾 1981年11月，1982年11月
出所　文献資料No. 007，012，014，015，019，020。
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 　写真1は，「伝統工芸　九谷焼」（168）に掲載されている「上絵窯」のものである。九谷焼の工程は，
「陶石の粉砕，ロクロ成形，本窯，上絵付，そして上絵窯」からなっている（168）。1980年代の
九谷焼の寺井町においては，窯元5，問屋（卸売販売業）130，絵付業者約350という生産組織と
なっていた。写真1に掲げた「上絵付業者の殆どは家庭工業の形態をとり，それぞれ小規模な上
絵窯を持ち，家族だけで仕事をしているものが大部分」であったという。それでも当該期には「上
絵窯が全部電気窯になり，企業経営の合理化の面からも素地製造―上絵付―販売と一貫営業の形
をとる業者もぼつぼつ出て来た」という（173）。 
写真1　九谷焼の上絵窯
出所　「伝統工芸　九谷焼」（168）。
写真2　瀬戸の電気窯（上絵焼付）
出所　 瀬戸市商工課『SETO　POTTERY　CENTER』瀬戸
市商工課，1957年4月（106）。
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 　これに対して，瀬戸においては，日本経済の高度成長開始期において，すでに，輸出向け洋食器・
玩具などの陶磁器製品の大量生産を推進しており，写真2のように上絵付後の上絵焼付には，電
気窯が使用されていた（106）。1970 ― 80年代の対応は，瀬戸陶磁器の生産工程である，「製土―
成形―乾燥―下絵付―施釉―焼成―上絵付―上絵焼付―完成」において，蓄積された焼きの技術
を転用したものとならざるを得ないであろう。具体的には，かつて瀬戸市内に立地していた山寿
セラミックスとMARUWAの事例であろう。現在，瀬戸と尾張旭市内に工場立地する両社は，ファ
インセラミックスの分野を開拓することで，焼成技術の転用によって，陶磁器メーカーとしての
持続的発展を確保し，域内の代表的企業となっている（『尾張旭市誌　現代史編』2011年，参照）。 
 　他方，伝統的な製造を持続している産地と思われる益子焼の産地，益子町には，製陶業者（窯元）
が約140，益子焼販売業者が約40となっていた。生産工程は，「陶土採掘―水簸（すいひ）―土
もみ―成形―素焼―絵付―焼成―窯出し」となっており，登窯による焼成となっていた。産地と
しては「昭和初期までの台所用品」中心からの製品転換を経ていた（1980年代，163）。登窯は，
素焼と本焼の両方で使用されることが多いとしている（166）。付加価値生産の高い製品を支える
のは登窯であり，「窯太郎といわれる熟練工」であった。これについては，「本焼窯として益子で
は登り窯を使用してきましたが，最近ではこの登り窯のほかに倒焔式窯（角窯），シヤトルキルン，
トンネルキルンといった新しい形式の窯も用いられるようになってきました」ということがあっ
た（165）。 
 　などなどのことが，知られるのが（Ⅳ）窯業関係史資料であった。 
写真3　益子焼の登窯
出所　 塚本製陶「民芸　益子焼」，〔年次不詳〕
（165）。
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 資料一覧 
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